




























































































（1）囲碁 7．7 7．6 5．6 5．6 4．820．121．122．122．626．84．9 8．4 4．3 2．9 6．2
（2）将棋 14．915．13．013．811．814．516．414．12．817．23．3 0．7 0．9 0．6 0．4
（3）トランプ，オセロ，カルタ，花札など 37．637．835．838．435．711．611．511．712．12．81．7 0．9 2．3 2．9 2．2
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高・大学生 1850円 4．5人8325円 2．0回 2。1時間
33．O曲
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図一9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）新規事業への思い切っ????????????????????? ?? ?? ?? ?? ?? ??
??
?? ? ? ?? ??? 」? ）?、? 、???????????????? ?? ????
89／390／391／392／393／394／3
（注）89年3月期は年度換算データ
（出所＝〔63〕）
た投資がなく（〔63〕）
新規事業の育成が遅れた
こと，の2つを結果を生
み，A　V不況，円高とい
う市場環境の変化と相侯っ
て，ビクターの業績を急
速に悪化させたと解され
る。日本ビクターのVT
Rの国内シェアの低下と
業績推移に関しては，図一
9を参照されたい。
　以上の日本ビクターの
事例は，V　T　R市場にお
ける圧倒的な成功体験が
同社のドミナントロジッ
クとして定着・固定化し，
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その後の事業展開を無意識的に制約し，企業成長を阻害したという，「企業
文化の逆機能」の典型例だと言うことができる。同社の場合，この市場での
成功体験に加え，1礁「無借金経営」を貫くというもうひとつの企業文化が
新規事業への積極的投資行動を阻害したというもうひとつの要因が存在し，
同社の業績悪化を加速したということができる。前述した「新風事業」が同
社の「構造こわし」（〔64〕，〔65〕，〔66〕）として機能するかどうかは
同社の再起にとり決定的に重要である。
5　結
　カラオケ・レジャーは，テレビゲームと並ぶmade　in　Japanかつ国際的
な参加型レジャー（DIY－type　leisure〉である。本研究ノートでは，カラオ
ケ・レジャーの歴史と現状を分析するとともに，カラオケに関連して2つの
企業の事例を取り上げた。「なぜカラオケがかくも人を魅了してやまないの
か」は，極めて興味深い問題であるが，本稿ではその「ナゾ」の一面を指摘
しえたに過ぎない。今後より一層多面的な分析を重ねること，とりわけ消費
者二一ズの内容をより説得的に分析することが残された課題である。
騰鞭筆修1〕
（付記）
　本研究ノートは，「柳川研究室discussion　paper　No．13」としてまず執
筆され次のプロセスを経て原稿が書かれた。1993年9月16日のゼミナールの
時問に柳川ゼミの学生諸君とディスカッションを行ない，その後大幅な加筆
修正を行なった。柳川ゼミの学生諸君の積極的なコメントに対し記して感謝
致します。さらにこの加筆修正済の原稿を基に10月6日の商学総論の講義で
その一部を話した。商学総論の受講者の中の新井千秋，岡部美奈子両君から
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は，「なぜ若者はカラオケが好きなのか」に関して詳細なコメントを頂いた
（10月13日）。その後受講生の竹内仁君からも「だからボクはカラオケに行
く！」という面白いレポートを頂いた（10月29日）。3人の学生のコメント
からは貴重な示唆を与えられた。記して感謝致します。
　「仲問はずれ」の英訳としてostracizationという単語に関しては，本学
助教授原田博氏のご教示（1993年10月19日）を得た。記して深謝致します。
　この場をお借りして，いつも全国紙と地方紙とを息子の為に送り続けてく
れる故郷の年老いた両親に対して心から感謝の徴意を記すことをお許し頂き
たい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1993年11月7日記）
（注1）　ベータ方式とV　H　S方式の企業問競争の詳細に関しては，次の文献に詳しい。
　　　〔67〕石井淳蔵，1984年，『日本企業のマーケティング行動』，日本経済新聞社，
　　　　　「1競争の戦略とは」の「2V　T　R業界の競争戦略」，26－43ページ。
（注2）　日本のV　T　R産業が，事実上世界を制覇することができた要因に関しては，次を
　　参照のこと。
　　　〔68〕伊丹敬之＋伊丹研究室，1989年，『日本のV　T　R産業　なぜ世界を制覇でき
　　　　　たのか』，N　T　T出版。
　　　〔69〕「特集V　T　Rを解剖する」，『日経ビジネス』，1986年4月14日号，6－23
　　　　　ページ。
（注3）　「企業文化の逆機能」に関しては，次を参照のこと。
　　　〔70〕伊丹敬之・加護野忠男，1989年，『ゼミナール経営学入門』，日本経済新聞
　　　　　社，「第10章　経営理念と組織文化」，301－329ページ。
　　　〔71〕柳川高行，1993年，「研究ノート　医薬品メーカーの経営戦略と企業文化一
　　　　　事例研究・山之内製薬と藤沢薬品工業一」，『白鴎大学論集』，第8巻第1
　　　　　号，271－311ページ。「ドミナント・ロジック」に関しては，次を参照のこ
　　　　　と。
　　　〔72〕Praharad　C．K．＆R．A。Bettis，The　Dominant　Logic，A　New　Linkage　Betwe－
　　　　　en　Diversity　and　Performance，S飽陀8吻！吻πα82卿伽歩加”¢αム1986，Vol，7．
　　　　　pp．485－501．
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引用・参照文献・資料リスト（引用順）
〔1〕財団法人余暇開発センター，1993年，『レジャー白書793一ポスト・バブルのレジャ
　　ー『』o
〔2〕「93年度教育白書で意識調査　日本人の文化活動　　rカラオケ」首位」，日本経済
　　新聞夕刊，1993年11，月2日。
〔3〕桐山秀樹，1992年「世界カラオケ白書　いまや“KARAOKE”は世界共通の文化と
　　なった」，『Voice』，12月号，234－243ページ。
〔4〕「ナリキン・カラオケ登場　オックスフォード辞典60年ぶりの改訂で日本語が335
　　語に」，朝日新聞，1993年9月9日。
〔5〕「ニューメディアカラオケ白書（平成3年度版）」，パイオニア㈱広報部，全27ペ
　　ージ。
〔6〕「日本ビクター　C　D使う完全動画カラオケD　V発売　パイオニアのL　D追撃　第
　　2次戦争“宣戦布告”需要創造が勝利のカギ」，日経流通新聞，1992年10月6日。
〔7〕「パイオニァ　L　D信仰から抜け出せない松本体制」，『週刊東洋経済』，1993年
　　7月17月号，132－135ページ。
〔8〕「サンデートピックス　新サービス『歌う』カラオケボックス　値下げ派1室30分
　　300円／1人500円で何曲でも可　高級派接待O　K，時間1万円　複合派昼は会議室
　　に　機器の主役はL　DからC　Dへ」，日本経済新聞，1993年6月20日。
〔9〕「カラオケボックスに夢中　自宅感覚で自分演出　1回に10曲歌います　大型個室
　　でワイワイ」，日経流通新聞，1991年6月22日。
〔10〕「経営　急成長カラオケルーム市場も淘汰の時代に」，『日経エンターティンメン
　　ト』，1992年5月6日号，14－17ページ。
〔11〕「「商売繁盛」の秘訣，ここにあり1　毎日六十一万人が熱狂！カラオケボックス
　　の栄華極まれり」，『NEXT』，1992年9月号，106－109ページ。
〔12〕「サービス価格ウォーズ38　カラオケボックス　“都市型”舌L立し値崩れ　サービ
　　スで“色”出せず」，日経産業新聞，1993年8月23日。
〔13〕「1991年（平成3年）カラオケ白書」，クラリオン株式会社，1992年7月，全25ペ
　　ージ。
〔14〕「市場分析　クラリオンの91年調査　カラオケボックス　「お手軽レジャー」定着
　　　「月に3回以下」7割」，日経流通新聞，1992年10月15日。
〔15〕「1992年（平成4年）カラオケ白書」，クラリオン株式会社，1993年4月，全21ペ
　　ージ。
〔16〕くもん子ども研究所，「子どもモニターアンケート調査Vol．10．子どもと音楽」，
　　1993年8月，全52ページ。
〔17〕「市場分析　小中学生とカラオケ　『歌った』のは4割　親と一緒にしたい　ボッ
　　クスの利用半数が年に1・2回」，日経流通新聞，1993年8月17日。
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〔18〕「ソニーもV　H　S　5月にも発売　ビデオ戦争に終止符」，日本経済新聞，1988年
　　　1月9日。
〔19〕「“企業版イ・イ戦争”の終結法　飲み込み型　V　H　S×ベータ」，日経産業新聞，
　　　1988年8月19日。
〔20〕千秋敏，1988年，「ソニー「ベータ王国」崩壊の真実」，『プレジデント』，3月
　　　号，336－343ページ。
〔21〕「シリーズ　成熟を超えて　日本ビクター（1）」，日経産業新聞，1991年4月22日。
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　　　ァミリー拡散の矛盾を回避できるか」，『日経ビジネス』，1988年5月号，58－65
　　　ページ。
〔23〕「パイオニアの今日と明日」，パイオニア株式会社会社案内，1993年，全37ページ。
〔24〕「経営ヒストリー　パイオニア　「我が道」に徹する商品開発と販売策で築いたト
　　　ップの座」，『マネジメント』，1979年11月号，107－112ページ。
〔25〕「ビジネスTODAY　英PPIの山水電買収　赤字脱却へ難問山積　上場廃止の“時限
　　　爆弾”に決断」，日経産業新聞，1989年10月22日。
〔26〕「苦境産業　オーディオ長引く“冬の時代”　在庫膨張　減産広がる」，『週刊ダ
　　　イヤモンド』，1982年3月6日号，96－98ページ。
〔27〕「話題会社　“オーディオ不況”の正念場迎えたパイオニア　レーザーディスク単
　　　独事業で脱出なるか」，『週刊ダイヤモンド』，1982年3月20日号，70－72ページ。
〔28〕rBuslnセss　Outlook　パイオニァ　音と映像で市場創造へ挑戦する」，『NOMURA
　　　SEARCH』，1991年4月号，26－31ページ。
〔29〕「マーケティング戦略　パイオニア　「音楽を見る」ファン開拓　L　D事業が軌道
　　　に」，『日経ビジネス』，1990年6月11日号増刊号，48－50ページ。
〔30〕「KENWOOD　会社案内」1993年版，ケンウッド株式会社。
〔31〕「NEEDS資金移動表分析　山水電気　構造的な赤字体質に　厳しさ増す資金繰り
　　　株主グランデの出方待つ」，日経産業新聞，1992年3月12日。
〔32〕「山水電，債務超過40億円　オーディオ需要低迷響く」，日本経済新聞，1993年2
　　　月9日。
〔33〕「企業戦略　パイオニア　L　D普及に弾み　積極政策が奏功　他社追随で正念場」，
　　　日本経済新聞，1990年1月8日。
〔34〕永田清寿，1981年，「孤立無援でビデオディスクに挑む　パイオニア石塚庸三の
　　　「わが闘争」」，『プレジデント』，210－221ページ。
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